
●水を操る

ティヴォリとフラスカーティはともにローマ近

郊の別荘地である。別荘地といっても近代にはじ

まるものではない。建築史上ティヴォリを有名に

しているのは、ひとつは古代ローマ皇帝ハドリア

ヌスの別荘、ヴィラ・アドリアーナ、もうひとつ

は16世紀マニエリスムの別荘、ヴィラ・デステで

あり、一方のフラスカーティも16,17世紀の貴族の

別荘群で有名である。

ティヴォリのヴィラ・アドリアーナはハドリア

ヌスがローマ帝国内の各地を視察した際に目にし

た光景を再現し

たものといわれ、

大小さまざまな

空間がつぎつぎ

と連続しながら

展開している。

しかしそれは決

して無秩序な連

続ではなく、傾

斜のある地形の

谷と尾根に沿っ

て空間ごとに軸

が決められ、内

部を歩く者はそ

の軸のずれによって空間が変わったことを連続的

に知覚するようになっている。地形を読むという

ことは、特に水の導入と密接に関係する。広い敷

地のなかの谷*1に集められた水は、下部のプール*2

に貯められ、海の劇場と呼ばれる小宮殿や浴場な

どへと導かれていた。古代ローマ浴場の蒸気循環

のしくみは、古代ローマ人の水と空気を操る技術

の証左といわれるが、ここでもそれらの水の流れ

が読まれており、その導線が結局のところ建物の

軸線を決めることともなっている。水の道は視線

の道でもあるわけである。こうしてつくられた軸

がつぎつぎに連続する空間は断片的でありながら、

ひとつひとつの空間は安定感をもち心地のよいス

ケールをつくっている。そして、隣の空間との接

点でかいま見える軸のずれが、景観の変化をつく

りだしている。こうして非常に広大でありながら、

その広大さよりは景観のシーケンスを楽しむ別荘

となり、その変化と連続性は都市のモデルにもな

ぞらえられるのである。

水を操るということにかけては、エステ家*3の別

荘ヴィラ・デステは非常に華やかである。斜面に

階段状の水路（カスケード）をつくり、そこに水

圧によってオルガンを鳴らすというしかけをつく

っている。大小さまざまな噴水が斜面を降りる水

圧によって実現し、バロック的な奇想を見せてい

る。

図3 ヴィラ・デステ　オルガンの噴水を見上げる。噴水というより建築

物のスケールである

図2 ヴィラ・アドリアーナ　プール脇の空間から次の空間を見る。異な

った軸線が次の空間を感じさせる

図1 ヴィラ・アドリアーナの復元模型　写真上部に集められた水は中央

のプールに導かれる。さまざまな断片的な建物が配されている


